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「 学力は学びの姿勢づくりから 」 

                                      校長 安藤 秀一 

 学校が再開して約１か月が過ぎました。新しい学校生活にも徐々に慣

れてきて、各教室では授業もほぼ以前同様に進められています。今月１

４日からは延期していた学期末テストも予定されており、学活等で家庭

でのテスト取組計画や家庭学習についても指導をしています。◆今年度

の本校の重要な取り組みのひとつが「学力向上」です。目標としている

のは、「生涯を通じて興味関心を持ったものを探求し、知りたいと思う

気持ちから自ら知識をつかみ取る主体的な姿勢」です。目先の定期テス

トや高校入試で正答率を上げるためだけの学習では、社会に出てから通用しない場面もあります。むしろ、大

人になってからは「言われたから行う」のではなく、「必要だから行う」ことが一般的です。今から社会に出

た時に通用する生きる力を身につけるため、学力においてもその土台となる学びの姿勢づくりを中学校３年間

でしっかりと習得してほしいと思います。◆学びの姿勢づくりの第一歩は、「何事も自分から」です。新型コ

ロナウイルスの影響による臨時休業中に家庭での学習を充実させるため、相当量の課題を生徒たちに課しまし

た。３月頃の生徒たちは、急に訪れた夏休み気分でゲーム三昧や自由時間を満喫している様子がうかがえまし

た。しかし、新年度になっても休校が続き、学校での授業が完全に停止状態となると、日々の学習計画を立て

て、与えられた課題に前向きに取り組む生徒が急に増えてきました。それは、４月と５月の課題提出状況やｅ

ライブラリのアクセス状況等からも明確になっており、自分から学習に取り組んでいる姿が見えてきました。

◆また、今年は家庭学習の完全定着を目指して、学級担任が家庭学習状況を毎日チェックしています。１年生

のある学級では、６月の家庭学習実施率が９９.３％でした。中学生として、学習に対する姿勢が順調に身につ

いていますので、このよい流れがこれからも大きく広がっていくことを期待しています。 
 

【 復習の最適なタイミングは？ 】～ エビングハウスの忘却曲線でわかる最適な復習のタイミング ～ 

左図は、覚えたことを時間の経過とともにどのくらい忘れていくのかを数

値化した有名な「エビングハウスの忘却曲線」のグラフです。現在では、人

間が何かを覚える時に、頭の中でイメージをふくらませたり、既に知ってい

ることと結びつけたりすることで記憶保持率がすることがわかってきていま

す。そして、エビングハウスの研究

をさらに進めた結果、学習したあと

２４時間以内に１０分間の復習をすると記憶率は１００％に戻りま

す。さらに次の復習を１週間以内に行うとたった５分間で記憶が蘇

るそうです。そして１か月以内であれば、２～４分間復習すればま

た記憶が復活するという画期的な研究も発表されています。（右図） 

【 ３か月ぶりの部活動 】～ 6/15部活動再開 ～ 

 学校が再開して２週間が経過したところで、３か月ぶりの部活動も再開しました。ただし、休業期間にかな

り生徒の体力が低下していることが懸念されるため、第１週目は３０分以内、第２週目は１時間以内、第３週

目は２時間以内と徐々に活動時間を伸ばしています。３年生の引退時期は原則として７月５日（日）としまし

たが、さまざまな事情が考えられることから、引退日はそれぞれが慎重に検討して決めることにしています。

（最長でも７月３１日まで）また、１年生の部活動見学並びに仮入部も始まり、どの部も１年生を交えて密に

ならないよう工夫しながら練習を行っています。１年生の正式入部は、７月３日からとなります。 

  

【“こだま”優秀賞横断幕 】～ 全国小・中学校 PTA新聞コンクール受賞記念 ～ 

 一昨年と昨年の２年連続で、本校のＰＴＡ広報

誌“こだま”が全国小・中学校ＰＴＡ新聞コンク

ールで優秀賞を受賞したことを記念して、正門前

の壁に大きな横断幕を掲げました。正門前の目立

つ場所ですので、ぜひお近くをお通りの際は横断

幕をご覧ください。 

  

【 １学年の絆 】～ 6/18 １年生古墳公園学年レク大会 ～ 

 １年生がさきたま古墳公園で学級の絆づくりを目

的とした学年レク大会を行いました。例年は数種目

の競技で団結力を競い合いますが、今年はフィジカ

ルディスタンスを保つため大縄跳びのみの種目で仲

間たちと笑顔で楽しい時間を過ごしました。久しぶ

りに広い場所を駆け回り、学級だけでなく学年全体

の仲間意識が高まるよい機会となりました。 
  

【 ハートフル賞 】～ 思いやりや温かい心の善行賞 ～ 

 本校では、欠席した仲間の当番活動を代わってあげる、重い荷物を手伝って

運んであげる、落ちている小さなゴミを拾って捨てるなど、思いやりや温かい

心が感じられる善行を見つけて認め、校長からのハートフル賞授与で称賛して

います。今年は、学校再開後の約１か月で延べ１５０名余りの生徒が受賞しま

した。いつも学校がハートフルな雰囲気に包まれることを期待しています。 
 

《学校行事変更等のお知らせ》 

①１学期末ＰＴＡ（7/10予定）     → 中止 

②校内音楽会（10/31予定）      → 中止 

②夏季休業中全校登校日･親子除草    → 中止 

③第１回ＰＴＡ資源回収（8/8予定）  → 中止 
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《 学校教育目標 》 

よく考え自ら学ぶ生徒 

誠実で情操豊かな生徒 

心も体もたくましい生徒 


